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CDP：民間防衛プログラム the Civil Defense Program 
CDSC：民間防衛職業大学校 the Civil Defense Staff College 
DHS：国土安全保障省 Department of Homeland Security 
EMI：危機管理教育機関 Emergency Management Institute 
FEMA：連邦危機管理庁 Federal Emergency Management Agency 
ISD：教育システム開発 Instructional System Design 
NFA：消防大学校 National Fire Academy 
USFA：合衆国消防 United States Fire Administration 





  1979 年、カーター大統領は、さまざまな連邦政府組織に散在していた危機管理および災害
対策機能をひとつの組織にまとめるべく、中央政府レベルでの危機管理当局である連邦危機管





 そもそも、合衆国危機管理教育の始まりは 1947 年に遡る。その年、国防省内に民間防衛プロ
グラム（the Civil Defense Program、以下 CDP）が創られ、この CDP のもと、1951 年に最初
の訓練が実施された。1954 年、ミシガン州のバトル・クリークで民間防衛訓練プログラムを管
理するために、CDP 管轄の国家レベルでの成人訓練（adult resident training）の中心として、
民間防衛職業大学校（the Civil Defense Staff College、以下 CDSC）が創られた。そして 1979
年、FEMA 設立とともにこの CDSC は FEMA に移設され、FEMA スタッフ、災害関連職員、
連邦政府のパートナー、州や地方の危機管理者、ボランティア組織、国家横断的なファースト
レスポンダーを訓練し教育するため、EMI（Emergency Management Institute）として再設計































的に、（１）FEMA の下部組織で、教育研究を担当している EMI（Emergency Management 
Institute）、（２）もとは EMI の事業のひとつであり、いまも EMI がコーディネートしている
が、もはや独立事業となっている FEMA 高度教育プログラムをそれぞれ概観したのち、（３）




































２−１ 危機管理教育機関（EMI : Emergency Management Institute） 
 
２−１−１ 国立危機管理訓練センターと EMI 
 
 アメリカの首都ワシントン DC の北方 75 マイルに、国立危機管理訓練センター（National 
Emergency Training Center：NETC）がある。この国立危機管理訓練センターとは、USFA、
NFA、FPOD、SPO、EMI という５つの組織が共同で使用しているキャンパスの総称である。
1979 年に FEMA によって買収された 107 エーカー（およそ東京ドーム 100 個分）という広大
なキャンパスであり、当時 CDSC はこのキャンパスに EMI 施設を建設するのに必要なイノベー
ションや引越に資金を提供した。各組織（とくに EMI と NFA）はそれぞれ独自の学生とカリキ
ュラムをもち、別々に管理されているが、適宜協働もしている。 
 
国立危機管理訓練センター（NETC）   
USFA：United States Fire Administration（合衆国消防） 
NFA：National Fire Academy（消防大学校） 
FPOD：Field Personnel Operation Division（現場要員作戦部） 
SPO：Satellite Procurement Office（衛星局） 
EMI：Emergency Management Institute（危機管理教育機関） 


















 2007 年のデータでは、NETC キャンパスで 514 のレジデント・コースを実施、14,565 人の
学生が学んだとされている。EMI のウェブベースの遠距離学習プログラム（Independent 
Study:IS プログラム）は、62 コースあり、280 万人以上が受講している。EMI のウェブサイト
は、１日 250 万から 300 万人が訪れている。FEMA のなかで不可欠な資産といわれているフィ
ールド災害訓練（Disaster Field Training Operation：DFTO）も、EMI によって実施されてお
り、2007 年だけで 24,950 名の対応職員／ボランティアを訓練した。 
 なお、EMI は、International Association for Continuing Education and Training(IACET)















ている。代表的な組織としては、IAEM（International Association of Emergency Managers）、
NEMA(National Emergency Management Association)、Association of State Flood Plain 
Managers(ASFPM)、American Public Works Association(APWA)、American Society of Civil 



















 EMI は教育機関であるが、専属の講師や教師はいない。常勤職員はおよそ 80 人超（2011 年




が、そのプロセスは ISD と呼ばれる標準にしたがったものである（ISD については、次節で詳
述する）。 
                                            





























 その後、毎年およそ 12 プログラムというペースで、危機管理授業は全米の大学で爆発的に増
加した。高度教育プログラムが始まった 1994 年には正式な認定プログラムがたった２つしかな














































































  ◎ 幹部レベルのリーダーシップおよびマネジメント・スキルの開発 
  ◎ 分析的、理論的、戦略的思考スキルの開発 
  ◎ 問題解決、ネットワーキング、コミュニケーションの各スキルの開発 
  ◎ 創造性、想像力、柔軟性と適応能力の促進 
  ◎ 社会科学、災害、危機管理に関する既存研究や文献の使用 
  ◎ 研究方法、分析、手法、文献について基礎力をつけさせる 
  ◎ 危機管理の概念と原則を修得させる 
  ◎ 政府組織間関係についての知識 
  ◎ リスク志向的な危機管理 
  ◎ 地域や社会的脆弱性を明確にし、脆弱性の低減を設計し実践し、復元力を強化する 
  ◎ 学際的（学術と実務両方）な視野をもつ 
  ◎ 経験的な学習機会および新しい学術カリキュラムと結びついた応用危機管理 








下記の表は、2009 年度の高度教育プログラム予算として EMI が要求した額と実際に交付され
た額を整理したものである。単純に１ドル 100 円で換算しているが、いまの為替相場を考慮す








2009 年度 高度教育プログラム予算 
要 求 額 交 付 額 



















30000 ドル（300 万円） 
＊１ 
高度教育プログラム会議開催費用 50000 ドル 
（500 万円） 
＊１ 
高度教育プログラム報告書作成費用 25000 ドル 
（250 万円） 
0 




出張旅費 5000 ドル（50 万円） ０ 
インターン支援 5000 ドル（50 万円） ＊１ 
教材購入や著作権許認可費用 5000 ドル（50 万円） 2500 ドル（25 万円） 
備品および新職員１名採用費用 25000 ドル 0（従って新規採用無し） 
＊１は、３項目合わせて 30000 ドルの交付 
 
２−３ 教育システム開発 ISD : Instructional System Design 
 




































































































FEMA 高度教育プログラムの主要メンバーであるジョージワシントン大学 Institute for Crisis, 
Disaster and Risk Management（ICDRM）での参与観察や NFA および EMI でのインタビュ
ーに基づくものです。これには、ICDRM の Gregory L.Shaw 先生、National Fire Academy
（NFA）の Robert A.Neale 大学校長、Emergency Management Institute（EMI）のトレーニ
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